
今年度の活動

区民協議会の事業実施のために活用させていただきました。
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総会後はトークイベント「プロ野球球団のにぎわい創出とまちづく
り」を開催しました。

●みやぎの区民協議会総会／5月10日(火)

　東日本大震災によって大きな被害を受けた宮城野区中
野・岡田地区の、震災前から復興に至るまでの地域の
人々の記憶と生活の証を記録し、地域の人々の心のふる
さとを残すとともに、未来に伝承することを目的とした
「震災復興地元学」事業として、2013年2月から活動をし
ています。メンバーはまちづくりや復興支援に携わる市民
に、地元住民が加わって、高砂市民センターと宮城野区
まちづくり推進課を事務局とし、入れ替わりもありますが
常時10数名で活動してきました。活動の成果として、「未
来につたえたいふるさと」と題した冊子のシリーズ[蒲生]
[岡田][港][西原][和田][町蒲生]の6冊を企画・編集・発
行しました。いずれも地元の町内会や地域住民が編集に
加わり、活き活きとした暮らしぶりや復興へかける想い、
地域への愛情をたっぷり注ぎ込みました。また冊子制作
のほかにも宮城野区中央市民センターのイベントでの冊
子パネル展示や地元住民を交えてのトークライブ、メモリ
アル交流館での活動報告（編集こぼれ話トークライブ）
なども実施し、中野・岡田地区を未来へ語り継ぐことを意
識した、広がりと持続性のある活動を行っています。

震災復興地元学事業
「未来につたえたいふるさと」

テーマ「災害と風土・熊本地震を契機に考える一人ひとりの防災・減災」

●シンポジウム／7月20日(水)

宮城野区でまちづくり活動に貢献した個人・団体を表彰します。

●第16回みやぎの区民活動表彰式／7月20日(水)

お楽しみ抽選会や盛り上がるアトラクションを企画中。

●第26回納涼名刺交換会／7月20日(水)

ステージ企画や展示・体験のほか，バルーンチャリティなどの復興企画
を実施します。

●第28回みやぎの・まつり／10月16日(日)

新しい‘つながり’を発見するための気軽なお茶会です。

●第8回みやぎの大縁会（2～3月頃）

地域で楽しく子育てできるよう「ママらいふ手帳」を活用した講座や
交流イベントを実施予定です。

●地域はっぴぃ子育てプロジェクト
　　　　　　／7月15日（金），26日（火），11月中

トピックス

　この春、宮城野区の玄関口ＪＲ仙台駅の東西自由通路
が拡幅され、東口につながる大規模商業施設もオープ
ンしました。また、楽天Ｋｏｂｏスタジアム宮城は、野球場
で国内初の観覧車を設置するなど観戦の楽しみ方もい
っそう増すこととなりました。
　人々で賑わう仙台駅周辺から、様々な交流が生まれ
つつあるように、私たちみやぎの区民協議会も、東北福
祉大学さまなど新たな会員団体をお迎えし、宮城野区
の魅力を引き続きアピールしていきたいと思います。
　当協議会は、「区民一人ひとりの創意と参加により、

やすらぎと希望をともに感じることのできる宮城野区を
つくること」を目的に平成元年に設立されました。連合
町内会をはじめ、商工・農業・福祉・文化・スポーツなど区
内の様々な団体から構成されており、現在92団体にご
登録いただいております。
　今年度も、各団体からの意見を活かした幅広い視野
でのまちづくり活動に取り組んでまいります。
　そして、区民の皆様の積極的なご参加・ご協力をいた
だけるよう、より一層の努力をしてまいりますので、引
き続きよろしくお願い申し上げます。

～賑わいも新たに笑顔をつなげよう～～賑わいも新たに笑顔をつなげよう～

みやぎの区民協議会
会長 松坂 卓夫

みやぎのイイねっと通信
みやぎの区民協議会だより
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この冊子は宮城野区内の約80,000世帯に配布しています。

　宮城野区に住み、子供を育て、働く30、40代の地域の若

者15人が塾生として集まり、宮城野区をもっとよくするには

どうしたらいいかを考える場が「みやぎの塾」です。「この街

で何がしたいか、真っ白なスケッチブックに自由に夢を描い

てみよう！」といった感じで楽しく活動しており、今私たちが

描き始めたスケッチブックには、人々が気軽に集うコミュニ

ティーハウスや、人々で賑わう公園のイメージが描かれつつ

あります。会議室で議論するだけでなく、実際のコミュニ

ティーハウスを訪れて運営やノウハウについて色々聞き取り

をしたり、自衛隊のヘリコプターに搭乗させていただき上空

からまちを見るなどして、宮城野区の暮らしの夢を膨ら

ませているところです。

　「塾」と聞いて私も最初は半信半疑で参加してみたのです

が、座学だけでないこのような参加型の取り組みがあるのだ

と初めて気づきました。塾生は、商店主や企業の社長、会社

員や、主婦など立場は様々で、この塾に参加しなかったらな

かなか出会うことのなかった方々ばかりです。さらに塾生と

して行政の職員の方も入っており、民間と行政とが一緒に夢

を語れるこの塾は素晴らしい場所だと思います。

　この取り組みで、地域のみんなで幸せを感じられるように

なるといいなと、大人塾生たちが本気で絵を描いています。

　

みやぎの塾 小畑　文平



昨 年 度 の 活 動 報 告

　「未来志向のひと・まちづくり」と題し、地下鉄

東西線八木山地区まちづくり研究会A部会長の

八木充幸さん、福住町町内会副会長の大内幸

子さん、仙台市の市民プロジェクト推進担当部長

の嶺岸裕さんによるパネルディスカッションを実

施しました。（7/29実施）

平成27年度講演会

　区内の団体や企業の方々が親交を深める本

会は、今回も参加者が400名を超え盛大に行わ

れました。ご当地アイドルみちのく仙台ORI☆姫

隊によるパフォーマンス、協賛品によるお楽しみ

大抽選会などで賑わいました。（7/29実施）

第25回納涼名刺交換会

　区のまちづくりに多大な貢献があった方々を納

涼名刺交換会の会場で表彰し、参加された多く

の皆さんでお祝いしました。（7/29実施）

赤間新次さん／伊藤正康さん／
大高和男さん／小原信行さん／
加藤褜男さん／笠原和子さん／
菅原忠一さん／鈴木百合子さん／
高森登詩恵さん／村田淑恵さん／
横田正行さん

第15回みやぎの区民活動表彰

　子育てママの交流を促す事業。子育ての中

で自分を見つめ直す「ママらいふ手帳講座」、

体操や読み聞かせで親子がふれあう「親子・あ

ったかフェスタ2015」、「mamma☆まつり」を

開催しました。（7/2、9、7/16、11/6実施）

地域はっぴぃ子育てプロジェクト

　今回も市民団体や町内会・子供会の発表の

ほか、ねこバス、バルーン、県内沿岸市町によ

る復興市、木の里親などを実施しました。おま

つりを通して地域の活動に目を向けるきっかけ

となりました。（10/18実施）

第27回みやぎの・まつり

　分野を越えた区民が懇談する「みやぎの大

縁会」。今回は「みんなで知ろう!！『地元』」を

テーマに、防災・減災サポートセンターの協力

のもと講話や地形区分図の作成を通じて地域

を見直し災害への備えについて理解を深めま

した。（3/6実施）

第7回みやぎの大縁会

個人の部

新田小学校ブラスバンド部／
原町春まつりパレード実行委員会／
大堤町内会ボランティア

団体の部

会員活動紹介

　3月18日、仙台駅東西自由通路は、幅が6ｍから16ｍへ、
そして高さ16ｍの明るいガラス天井へと、東西の街をつな
ぐにふさわしい通路に生まれ変わりました。自由通路は仙
台市様と弊社が共同で整備したものですが、これに合わせ
て弊社では東口改札やエスパル仙台東館を新設するととも
に、これまでの駅設備や店舗ゾーンも改良を行ってまいりま
した。
　これらの整備や開発に共通している考え方が、JR東日本
グループの経営構想にあります。それは、地域社会の一員と
して、元気な地域を築くため、自らの使命を果たすことです。
そのため、自由通路やエスパル仙台東館内において、地域
の皆さまに気軽に集っていただけるベンチや屋上庭園、保
育園・クリニックなどをご用意しております。また、自由通路
の中央には、仙台市の木であるケヤキを植樹したほか、ガラ
ス天井の遮光シートには仙台市の花であるハギを描いてお
ります。
　工事期間中のご不便・ご迷惑をお詫びするとともに、こ
のように新しくなった仙台駅をより一層ご愛顧いただけます
よう、よろしくお願いいたします。

　平成27年4月に開設した東北福祉大学仙台駅東口キャン
パスでは、通信教育部と東北福祉看護学校の学生が学ん
でいます。
　本年2月に仙台市、河北新報社と「地域人材育成及び社
会貢献事業に関する包括的連携協定」を締結しました。
　７月に展示施設「TFU gallery Mini Mori」をオープンし
ます。その一部に日本の原風景と小さな森をイメージし、芸
術文化作品の展示、体験型の教育・文化催事、教育研究の
催しを取り入れることで、学生のみならず広く市民の皆さま
に生涯教育の場としてのキャンパス創りを目指します。
　地下鉄東西線の開通など、発展著しい仙台駅東口エリ
アから直近という好立地にありますので、様々な場面で仙
台市の発展に寄与したいと考えております。
　キャンパス角には「モニュメント・希望の樹」があり、仙
台駅東口キャンパス生まれのマスコットキャラクター「福丸
・福姫」がお待ちしております。親しくお待ち合わせの場所
として育てていただければ幸いです。

東北福祉大学　学長 大谷　哲夫東日本旅客鉄道株式会社
仙台支社 事業部長 石井　圭

地域社会の一員としての仙台駅地域社会の一員としての仙台駅 市民の皆さまへ生涯教育の場を市民の皆さまへ生涯教育の場を

　鶴ケ谷団地の造成は、昭和40年から45年にかけて、仙
台市のモデル団地化構想のもとに市の新住宅市街地開発
事業として開発されました。総人口規模23,000人、6,300
戸の構成として進められました。現在の人口は約13,000人
で、計画当初の人口の約56％となっております。また、10年
前の平成17年と比較して、人口で８％減、高齢化率は８％
増となっております。人口構成は、65歳以上の比率で最も
高い地区が44％、低い地区では29.5％で平均すると37.4％
ですが仙台市の平均比率が21.5％なので非常に高率とい
えます。
　しかし市の健康度調査のデータから見ると、要介護比率
が非常に低くなっています。これは市民全体が健康寿命の
推進運動に取り組んでいる成果と言えるのではないでしょ
うか。
　団地開発から約半世紀が過ぎ、都市構造の激変と住民
意識の多様化に対処するためにも高齢者の一人住まい、病
弱のご家族のいる方々等が孤独にならないための対策も
十分に考慮する必要があります。加えて鶴ケ谷第二、第三
復興公営住宅や開発が進められている第一市営住宅の住
民と従来の地域住民との交流促進も大切にしていきたい
と思います。
　幸い、鶴ケ谷市民センターが4月に新たに開館しました。
ここを基軸とした市民交流の活性化が望まれるところです。
（文：前会長　遠藤　正志）

　西山学区として、20年来の要望が実現。4月5日(火)に境
洋文宮城野区長をはじめ、仙台市議会議長、市議会議員、
地域関係団体代表者の皆様方のご臨席をいただいて開館
式が行われ、「鍵の引き渡し」を受けました。
　開館に先立ち、3月24日に西山コミュニティ・センター及
び同防災センターの管理運営委員会の設立総会を開催し、
西山学区各町内会、西山地域各関係団体等の構成員34名
の中から西山学区町内会連合会会長が初代管理運営委員
会委員長に選出されました。
　開館式後、2日間の地域内覧会を開催し、来館者からは
大好評を得ました。西山コミュニティ・センターの設計段階
から建設委員会の要望を取り入れていただき、中庭のある
明るい空間の会議室、料理教室に便利な対面式キッチン、
多目的ホールには子育て中のお母さん方に安心してスポー
ツを楽しんでいただけるようキッズコーナーを併設している
のが特長です（バレー、バドミントン、卓球、ミニテニス等可）。
宮城野区の14番目のコミュニティ・センターとして、地域の
老若男女の交流の場としてご利用いただきたいと思います。
（文：西山コミュニティ・センター管理運営委員会）

鶴ケ谷地区町内会連合会　会長 樋口　幸二郎 西山学区町内会連合会　会長 伊藤　雄基

鶴ケ谷団地の今昔鶴ケ谷団地の今昔 西山コミュニティ・センター
西山コミュニティ防災センター開館
西山コミュニティ・センター
西山コミュニティ防災センター開館
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